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GATHER TOGETHER 

                                 小幡智子 

3 年前、3 年次に編入学し、2 年間での卒業を目指して専攻の油画を（2 倍速で？）学んで

昨年卒業制作を終了しました。昨年の第 16 回塊展には卒業制作のエスキースを出品しま

した。（卒業制作作品は F150 号とサイズが大きかったため F80 号の小さいサイズで自宅で

描いてみた作品でした。） 

しかし・・・必須ではない版画と工芸を学ばないままに卒業してしまっていいのか？せっ

かくの機会を逃していいのか？教職のために履修した工芸科目の楽しさ面白さに心を奪わ

れ、4 種類の版画（銅版、平版、孔版、木版）と 3 系統の工芸（金属工芸、陶芸、繊維工

芸）を全て履修してから卒業すると決めました。この 1 年は版画と工芸に明け暮れたとて

も楽しい有意義な年でした。 

今回の塊展では私の版画と工芸への愛の『結晶』を展示致しますのでご高覧下さいませ。 

工芸＋アクリル画 

「GATHER TOGETHER」/ギャザーって美しい♪ 繊維工芸での出会いです。アブスト

ラクトに仕立てました。スクーリングではギャザーの T シャツを制作し銀座で着用(笑) 

版画（銅版） 

1.「dance in the rain」/銅版の多色刷りに挑戦しました。１回で刷っています。    

（版画と工芸ではしばしばチューリップをモチーフにしました。私のオランダ愛です。） 

2.「老婆 34°44’N 135°71‘E Ⅳ」/卒業制作を銅版画で描いてみました。アクアチン

トで濃淡のグラデーションに苦労しました。 

版画（シルクスクリーン） 

3.「Centre Pompidou Malaga」/絵画Ⅲの作品から展開、マラガのポンピドゥーセンター

1 2 3 



「ワルシャワ不屈の熱意」 （作家：上田真樹） 

ポーランドの首都、ワルシャワ歴史地区は世界遺産に登録されています。 

一見、観光地化している様ですがその姿からは強い熱意が感じられます。 

第２次世界大戦時に爆撃で街は廃墟と化しましたが、 

戦後、国民によって街並みが完全復元され、 

13～20 世紀までの各時代の建築物が全て再建され現在見られるのです。 



 



『特製関西ミックス焼き』 
 

     制作 堺 浩一 

    

【作品解説】 

 関西風お好み焼きには、多様な具材と共に焼きそばが入ったモダン焼きというものがあ

ります。そのモダン焼きをモチーフに、大阪を中心とした関西各所で撮影した写真素材の

ピースをボリュームたっぷりにトッピングした、フォトコラージュの特製お好み焼きです。 

 

【作品に登場している場所】 

大阪 

・大阪城 ・道頓堀エリア ・千日前エリア ・新世界 ・西成 ・鶴橋 

・十三(お好み焼きの撮影場所である鉄板焼き店) 

兵庫 

・甲子園球場 ・神戸港 ・明石海峡 ・有馬温泉  

和歌山 

・白浜町 







作品解説 

「テストステロン」とは簡単にいうと男性ホルモンのことです。私がこのテストステロン

に興味を持ったのが、ただ骨と筋肉の形成や、健康的な男らしい姿や在り方に影響するホル

モンというだけでないことです。 

テストステロンは、リスクある行動を一歩踏み出す力、社会性やリーダーシップ、つまり

前に進む自信や、力につながるような、内側にある強さを感じるホルモンであるということ

に魅力を感じました。 

私も男性ではありますが、あまり自分自身に対し、大胆で挑戦的で、ザ・男らしさという

自己のイメージは感じておらず、どちらかというと石橋を叩いて渡ったり(時には橋を壊し

てしまいますが…)、慎重に時間をかけて決めたりするような人間です。そのため、まだ起

こっていないことに不安がったり、先を読んで右往左往したり、口を開けば悩みしか話題に

なかったりと、なかなかめんどうくさいです。 

そんな、そのような男らしさに憧れ、絵のモチーフは筋肉や骨を選ぶようになり、今回の

作品は「前進」をこめて描きました。これから、決めなければいけないことに悩みながらも

腹をくくって、やらなければいけないことと向き合っていく姿と、透いて見える自身の芯の

脆さ、内側に潜んでいる力強さを信じ、受け入れて前と上を見ていく様子を描きました。 

 

最近、少しずつですが懸垂をとりあえず数回はできるようになりまして、自分の腕や身体

がちょっと分厚くなったのか、リクルートスーツが少しきつくなっているのを実感してい

ます。 

 

 

【見てくださっている皆様に、最後お伝えしたいこと】 

今回、急遽画材を変更しなければならず、油絵具から鉛筆(2H・4B)と木炭へ変更して描

きました。 

私が本来やりたかったこと、そして皆様に自信もってお見せできるクオリティの作品に

仕上げることができなかったことをお許しください。 

 

 

                             真野日喜朗 (日野真陽) 



 



 

 

「earthy, excavate, elements.」（ミックスゾーン展示作品） 

 ―地面より発生していく、地中から地上へと現れるもの 

 

「ester, ether, étoile.」（アクティブゾーン展示作品） 

 ―空に輝く星や惑星より抽出される、天から地上へと降りてくるもの 

 

 

今回展示している二つの作品は、それぞれ全体図が共通の形になっています。 

配置や置いてある石などをぜひ見比べてみてください。 

「earthy, excavate, elements.」では、まだ発生したばかりの荒削りな「要素」をイメー

ジしています。「ester, ether, étoile.」ではそれらを取り出し、さらに具体的にしたもの、

惑星や星座のイメージ、占星術の象徴を使った私自身の「要素」を表現しています。 

文章を読む順番や色の選定、石の種類など、それぞれにほんのり意味を持たせてあります。

私という形を構成する結晶の「要素」をぜひご覧ください。 

淵上 真友美 
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作品タイトル：『My Seeds』 

作家名：竹中 えり 

 

 

初めて出展させて戴くにあたり、『はじめまして』の自己紹介の

ような作品にしたいと考えました。 

 これらの Piece 達は、私の好きなもの、お気に入り、惹かれたも

の達です。今後これらの〝私の種〟を育みながら、作品制作に取り

組んでまいります。 

 

 

 

 

 

展示場所：ミックスゾーン 



 



ミックスゾーン M 4 第 17回 塊展

「星とたんぽぽ」 金子みすゞ童謡全集より

詩 金子みすゞ

作曲 矢島 豪 歌唱 粥塚 舞

この曲は、作品制作 2クラシック音楽編 第 1課題の歌曲として制作(作曲)し
たものを、今回 塊展のテーマ「結晶」に合わせて、編曲したものです。

テキストは、金子みすゞさんの詩によるものです。今回、歌曲の制作にあた

り、詩のイントネーションを出来るだけ壊さないこと、歌詞の繰り返しなどは

一切行わず、原詩に忠実になるよう心掛けました。

課題としてつくった原曲はピアノ伴奏によるものですが、和音などはあまり

クラシック音楽的ではないものも含まれています。パーカッション以外は、こ

のピアノパートに書かれている旋律を基に、今回コンピューター音源で編曲を

行いました。自身としては、作品制作の授業で学んだ、クラシック・ポピュラ

ー・コンピュータの各要素を取り入れた作品になっています。

また歌唱は、ボーカリストの粥塚舞さんにお願いいたしました。聴いて頂い

た方の心に残る音楽であると嬉しいです。この度は関係者の皆様、ありがとう

ございます。

TM20401 矢島 豪





M14：yumi「チカラの結晶」　　　　　　　　 
第17回塊展に出展する大阪芸術大学グループ 7 つの学科の絆を表す 音の結晶 
 
 
『7』の音楽　 
ベースとなっているのは、音の階段を 7 つずつ　
上り下りして作った 7 拍子の音楽 
 
例えば、[ド]は7つ上の[シ]または、7つ下の[レ]に進む
というルールを基本としています。 
打ち込みで制作すれば容易に仕上がるタイプの音楽で
すが、それではグルーヴ感が足りないと感じたため、
全パート自身で演奏しました。 
　　　　　　　 
　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
音響デザイン 
アートのチカラで、未来を担う子供たちに明るい未来を… 
そんな願いを込め、保育学科を表す”子供たちの笑い声”を中心に配置し、色んな方向から
色んな学科を表す音が聞こえて来るようにデザインしました。

yumiプロフィール 
奈良県立高円芸術高等学校音楽科にて声楽、ヤマハ音楽院大阪にてエレクトーン、大阪芸術大学にて電子音響音楽、
国内外の教会音楽アカデミーやマスタークラスにてパイプオルガンを学ぶ。 
エレクトーン奏者としてオペラやミュージカルの公演に出演、オルガニストとしてオーケストラや合唱団と共演、 
作編曲家として各種イベントやテレビCMの音楽を担当するなど、充実した音楽活動を展開中。　　　　　 
日本オルガン研究会、日本電子キーボード音楽学会、東京国際芸術協会、日本童謡学会、各会員。 
地域音楽コーディネーター、日本アロマ環境協会ナチュラルビューティースタイリスト、色彩心理セラピスト。
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